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　高位収穫水田土嬢に関しては詳1…il1な研究成績1）～5）が　　　　供試桑il；恥柔提野県におけゐ最も’1揃1力の高い千曲川お

あつて，その一【二壌断面構造，土工嚢の理化学的セ1三質等が詳　　　よび火竜川の沖積ノ・rlllh壌の薬園をそれぞれ1ケ所，玄た

細に判明しているが，高位収穫桑【判L壌に関しては桑杣1　　埼玉県における多収手聾桑園として利根川の沖積み1羽二壌と

の生育に適する土壌反応と百1il’i飽和度等に関す1も報告　　　児ヨ／・ll1・Kの渉1積層」二壊とを1．ケ所aV，て計荏ケ所燕んだ。そ

6）～9）と埼玉，1」」梨両／lll下に於ける2ケ所の多収繊桑園　　　¢）地嵐は第1喪に示すようてある／．／

土壌の調煮成績10）があるに過ぎない。耕者熱｝｛は長野，埼　　　　・1二壌断測の調査法は農i士林総の1｝｝1拓地｛；撫調査に準じて

玉両県下に於ける反当収葉鎚：1000〆以上の蛋作安建多収　　　行い，蜜た施肥状態は；t’れぞ淑、の綾螢家からのJI！Ltiきとり

の4桑園についてその：ヒ壌断而，lj［ii肥状態および：IL　1．iSLSの　　　によつた。次に’ヒ壌の分1：斤は次の方法によ一tニヅ収，

理化学的性質を調査研究したので，その結果を幸躍計する。　’　rlL　ia3．gの器械分SJiFはA，　S．　K，法により，囲粒分析法は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoder法によつた。　PH（｝120）は1：2．5の水懸濁液につ
　　　　　　供賦桑齢よ膜験方法　　　き疎た。，巡C臆、：．2，5の一搬靴。リ瀕懸

簾1讃　一ヒ壌調査地名及び：｛二壌断面調li燈成騨｛

・・i地名1地醤瞬位（厚さ）・叶L・性1礫
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不矯水
層なし1

濁液について硝彌騨ミによつて測定した．置1鰍度　要な点と思われる。

y1，加鷹度y1，蝦素および腐植，鰹素雌辮ヒ，　　2肥培購
醐職働・ンガ・，乾・1．渤果，酸化翫聯・調　 、1瀬はいずれも一の1網i、蟷は篠餅日，脳知
繊鍍騰は常灘」甥送量した・ま雌癬亡1鮒・f・：宇で職刈雌・鍵羅では中刈鵜上、翻，・、囑徽

は部1，即法12）によ照蒙搬の孤翫1・・棚・　V－llで瞳1　1・尺と駅曙せ鴫欄2駅，6螺、で

概分析法13）によつて魍しf…　　　　　ある．反当収i鞭睨馳はオ、礁麟52〆玖詠

　　　　　　調査研究結果および螺　　　 58〆羨愚6°〆，翻1二73〆であつ勧で・・瑠・晒細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆から繭1〆を生燦したとすれば，反漸瞑簾獄綜それぞ

1雌断醐査囎　　　　　　　れ・・4・〆，・・6・〆，・2・・〆，・46・〆と輪。

土麟醐査囎聯1数示すようである・土隙　施肥護殺聯2表に尉よう輪る．擁遥質肥搬ぱ
V－9；“れも Mるいは埴駈で，不猷層が諭られ　反当灘の索園では欄…〆藻鮒・〆畷講5〆
ご・醐舳饗ともよく発逮・て，水・蜘備　を適江の細ではb［k肥…〆，蜘・〆，縣、。。〆，

炉よく，これがために排水膿女子であ・・根の蛸は良　蚕鞭沙・〆を，爽里の姻で雌肥8・。s，麟鮒

繍繍黙撫羅迄欝撒薦欝膿驚騰鐸鵜
旺勲蛸の出来ることが，離収穫細・・なりう・璽　彫肥料欄蘇の両細に使用されていた．施B巴鋤、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2著蔓　　反二　当　　方色　∬巴　　置と

　　　　その1　畏野県篠之井町横田桑園

、，1㍊轡
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計

　反当要素施朋嶽（寅
ElP・・一，K・・1・・。

剛一1

堆　　　肥

ﾎ灰窒素

300

P2

300

P2

1．50

Q．40

O．75 1．50

硫　　　　安

過　　　　石

塩　　　　加

消　石　灰

菜　種　粕

蚕糞蚕沙

20

10

5．34

2．66

2

15

8．　01

3．95

　3

100

25　　　　　5．20

13．35

　6，61

20

　5　1　　0．25
1。o　l　ユ．20

2．ユ3

O．12

0．20

3、35

0．05

0．80

12．00

膏日　l　l　iコ…51・・正・．7・「痂・



矢木・矢彦沢・宮下・下川：高位収穫桑國土壊に関する研究　　　　　　　　　　27

その2　長野県下伊那郡竜江村桑園

＼＼、　施肥時期

月巴半斗名　　　　＼＼、

　　藁

；ilT灰窒素

消　　石　　灰

堆　　　　肥

圃形肥料
桑　　　　榮

硫　　　　安

過　　　　石

壇　　　　加

蚕鑓養沙

1ユ月中旬

100

ユ2

15
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8月中旬

5

7

3

5
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15

300
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　5
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　5

反き瓢毛婁：素方颪jijゴ虚ヒ　（’巨r）
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計　l　I　i　「　l　iレ3・961…3「・・9・11・・5・
その3　埼ヨ三県本庄市久々宇桑園

＼．施肥時期5月下旬
　　、、　　　　　　　岬　　　　　12∫ヨ＿kイ耳〕

1幽董　ΣL隻鉱麹＿
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20　　　　4，0

．・…　 1　【　11・・5i　・・7si・・1

その4　埼玉漿児玉郡美劃真村桑園

＿＿＿皿当要累施肥愚
＼＼、施肥晦期　3月下旬　　　＼、　　　　　　　　　　　｛」　　　　、、、肥料名　　＼＼、　4月上旬

6月下旬 9月下伺

、－　　　i 　　　　　　　　　（貫）

m「…r「一…蔦δ…

堆　　　　肥

固形肥料
蚕糞蚕沙
石灰窒素
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　7

　3
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40
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　5

　7

　3
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4，0

2．4

2．4

1．o

2．0

1．6

0．4

1噛1

3，2

0，8

L6

｝　1．5

計　1　1　1　1　11　・3・・i・nl　・・1
ち三要爽置を算出すると，いずれの桑園も反当窒素10〆　　　桑葉1000メ申の窒素と燐酸はまかない得られるが，カリ

以上で，燐酸の施用盤の多いのは美里の供積層の桑園土　　　は竜江と久々寧では不足するので，不足分は天然供給墨

壌で5。1〆，一番少いのは久々宇の沖積層の桑園土壊で　　　にまつことになる。

2，75〆である。カリの施用墨は反当一番多いのが美里の　　　　3　±壌の理化単的分析成績

7．1〆で，少いのが久々宇の3．1〆である。石灰は横田，竜　　　　（i｝土壌の理単的組成

江とも健用しているが，埼玉察では施用していない。桑　　　　供試土塊の理学的組成は第3表（その1）に示すようで

葉1000〆中に含まれる三要素鍛は平均窒素10〆，燐酸　　　ある。篠之井土壌は礫を各層とも全く含有せず，粘土の含

2．5〆，カリ5．5〆と考えられるので，以上の施肥量から　　最は第一一tw57．00％，第二暦55．40％，第三屠56．55％第四
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樒68．25％でいずれも商く植土に属するものである。竜　　　化カリ浸出液6・3～6・5で，霜たi｛li換酸度ylは0・3削0・7・

江土壌は篠之井土壌とほぼ［司様埴土である。埼玉の久々　　　加水酸度ylは1，1・－4，8で小さく，中性に近い。達1江1鷹

宇土壊は礫を9．6％含んでいるが，この礫は大｝：lil分浅間　　　も篠之井、i壌と略i司1覇ミで中性に近いが・久々字．．L壌，美

浮石からなつているQ粘土含量は44．1％で1魁壊：ヒに属す　　　篁ll　LJ裏は衷層0・｝10ClnのpHは水1謙濁液6・2，置1卿i隻塵y忌

る。また美里村のd壌は小礫を3．o％含む埴壌土であるo　　　o．3～4．3で1｝1嫡髪・【生であるが，桑けlli斐株に強いので・こClユ

　篠之井土壌の［」1粒は第3表（その2）に添すようであ　　　不度の酸性は桑棚の，ヒ育に／／・；．し支え蹴いと思われる。

つて，土性は埴土であるが・水rl，iで蜜ノ上1な団粒が極めて　　　㈲　闘剣｛k宥朕及び1孟継飽和度

多く・物珊生はlg膿」二li勺で霊鰍水a）流通力糠めて良好　　謝鯉1：石灰は篠之井，映・ご聯…層7．85m．　e．　b（縮み，

である。－t．一般に腫土・埴壌土では水・窓気の流通が不良　　　llll｛蒸飽和度は75％で）画」正：と患われる。撮た暇江：ヒ城は撚

のため・根の生胃を不良に’垂一る場台があるが・木11で　之網二壌と略同拳獅あつた。敷久礁，測1ら・茄一・層

は何れも団粒構竃が艮く発達し・埴：：i：・埴壌：ヒの欠点を　　　の土壊はとも1こ翠恢に富み，塩1［ll飽和度は♪きれぞれ50％

防ぐとともに1粘：ヒ台1ltが多いので・肥料成分の保｝1ひ力　　　と41％でイ1灰欠乏とは3えられ7，IRいc／1美III　I壌の第，．層

が大きく多肥に適する：ヒ堀這と思われる。　　　　　　　　　　のlrl灰含1：は4，21m，e，で、ll蔓飽和慶は27．45％ご，揮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丑ll量が充分とはいV　bY［，1いが）tド層にイゴ灰く　1ヒの吻い蠣1

　　　　　　第糠燃の耀糊ll成　　　が筋た繊、蜥rはし奴ないも呪髄編、、
（その1）篠叫： ｱ感【1馴螺榔隔1裸。。　（、s）伽禰と腐髄、姻鰍

・・ P・囲難、…搬｛興諮錫繋　、1二、

1

3

4

1

2

3

4

0

〃

〃

〃

1

2　1

31
　141

9．6

9．o

Q．90

0．　8「p

O．60

0，　90

20，30

18，80

22，35

13，15

31615　10．80

35・　3S 堰@17・45

25．601　19．45

11，30 24，25

21．80

24．9S

20，50

17．70

1

2

3

4

3，0　33，80

2．2130．45

　　32．04

　　34．27

　12．50

　13．65

　17．25

1　21，2う

16．10

12。62

12．45

7．80

4．82

7．00

6，78

6．35

S7，00

55．40

56，55

68・251

45，50

33．うo

37．70　　　　喪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　゜：一　’

43．20　　〃　　　　は0．02であるのに比し，篠之」：卜1：1二壌では0．903，羅1」1土

　L憾　　　　　 腐植lr椴は篠之Jll：壌1，86％，　西江1嬢0．8g％で，従

埴：、1、　来離：収樹・重喪の齢iは齢ものと思オ・れていたが・本

　　〃　　　　二1二壌では腐植の含旦1が低い。澱近Ll壌中に加激られた

　　〃　　　　荊機物は，その年に分解して有効化し，二1二壌中に藷穣し

　　〃　　　　ないのが坐澱力の高レ・ヒ壌といわれているので，腐｛ll幡≧

瀬蕩　黛力瓶いにもかかt：・ら牲醐蝸圃く例として・鰍

壌d、　あ繰園膿である・
ナ猷土　　　　しかし，腐構の安驚慶係数は翠艮土壌の繭欝i土鷹℃

45，57

49，92

48．73

51．58

　　　　　壌では1．259と著しく大きく良質の腐植即ち斑ll三纐催i酸
埴壌土
　　　　　が多いと：考’えられる。
　’ノ

　〃　　　　　⇔　瑠妻醤醗換容逢

植土　　　腐櫃の含量が少ないにもかかわらず燈蕪【澱換容量の大

層位1

（その2）篠の井，膿の附蜥結果（乾物、。。分中）　きいことから・本瀕の柵・醐辿なモンモリ゜ナイト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型粘1：を多く含むものと思われる。

困径区分（mm）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒径0．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mm以」：　　　　㈹　乾土効果

1・一・i・一・

1

2

3

4

6。74　2．17

11960　2，07

7．28　1．86

7．58　2，07

i・一一22－・卜…i°・1三，

4．97　　12，00

4．76　14．30

4．24　16．12

10．70　21．51

17．7ユ

13．63

12．24

19．12

11．72

6，73

9．87

10，18

籔附係　篠之井・ヒ壌の窒齢…は・…％で働こもか・tzaわらず

54．2　乾土効果は1°Og・・1’　3・Omgで生産力の高い跳と考えら

50．0　　　　れる。

50．8　　　　的　澱換性苦土およびマソガン含烈

60・7　　　　篠之井土壌中の1鐙換性マソガン含垂，は風乾土壌1009

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中0．9mg，また置換性苦：ヒは1．5me．でともに充分含有

（ii）土壌の化学的分析成績　　　　　　　　　　　　　　　しているので多収に適する土壌と思われる。

土壌の化学的分析成績は第4表に示すようである。　　　　　（ト）瑳鎌比

（d＞反応　　　　　　　　　　　供試土壌の珪嫌比は2．71－“3．　28で，いずれも大きく優
篠之井土壌のpHは各層とも水の懸濁液6．6～6．8，塩　　　良土壌になり易いものと考えられる。
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　（デう　　酉隻fヒ還ラモ1肇琶位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　iblム章tlミ健三三：：　口本二【Ji旺，　22，　63　（1951）

　いずれの土壌も排水良好で，酸fヒ還元電位（Eh6）はo．5　　（6）中1葡丈．石1：贈lll：搬桑要報，8，ユ05．（193g）

volt以」：で桑の生育に適するものと思われる。1　　　　　　（7）加藤li【1時・三輪fエ徳：rl木」二肥，13，591（1938）

　（リ）有効燐酸と有効カリ量　　　　　　　　　　　　　　⑧　太m安澄・　｝」：1：出1」ES’51T：日本二L肥，23，2ユ0（1953）

　表層に有効燐酸，有効カリを多堪に含有するので高位　　　（9）福田俊治：rl本」二肥，22，222（1952）

収穫iに適していると思われるQ　　　　　　　　　　　　　　（1①　伽藤正夫・rl　f躍胤児：日蚕誌，21，60（1952）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）R，E．　Yoder：」．　Am．Soc，Agron，28，337（1936）

　　　　　　　　　摘　　要　　　　　a2）郁1稔，、榊蝦・灘三t・辮臨1，　29（1953）

　長野県と埼玉県の高位収穫桑園土壌の断面形態とその

土壌の理化学的性質を調査研究した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summury

　；tの結果次の事柄を知り1ミ｝た。　　　　　　　　　　　　　　　hユthis　paper　it　deals　With　the　morpho1（顧cal，

　1　供試土壌は埴1：あるいは埴壊土で，いずれも二七壌　　　chemical　characteristics　of　the　hi．gh　pr（）ductive

構造がよく発達iしているのを認めた。　　　　　　　　　　　mulberry　farm　soils　in　N　aganQ　and　Sac　itama

　2　供試：ヒ壌はいずれもpH値は中性に近く，置換酸　　　　prefectttre．

度，加水酸度ともに小さかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　Summarizing　the　re＄uits　of　above　observation，

　3　践換性の石灰，蕾土，カリの禽量および有効燐酸　　　the　authors　are　able　to　state　as　fQllows：

の含量は高いが腐植の含麓は低かつた。　　　　　　　　　　　1，　Each　soil　sample　is　clay　or　clay　loam，　The

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　struct又ll’e　developS　well　1n　all　the　soils．
　　　　　　　　　文　　　　献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・The　pH　values。f　each　sample　are　neary

（1）野田鼠也・宮浦i！融【1：日本土肥，21，231（1951）　　　　neutral　throu駁h　all　horizon．　F．xchange　acidity　and

（2）　墨｝田畠・琶1・馬旬ナ1二蘇。ノ」、ヨ野藩工｛力：Elオ～こ土；】巴，　22，　69　　　　　　　hydrolytic　acidity　of　all　samPleS　are　sinall，

　　　　（1952）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・　The　content　of　exchangeable　CaO，　MgO，

〔8）　平野俊・峰1石勝恵：1三｛本：ヒ灯巴，24，5（1953）　　　　　　　　　］［〈nO　and　soluble　PL，Os　are　high，　but　the　perce噂

（4）　内山修男・鬼鞍i豊：日本土肥，28，35（1957）　　　　　　ntage　is　very　low　for　humus．


